
コンクリート診断士を取得するまで。
取得したあと。

コンクリートメンテナンス協会 専務理事/技術委員長

江良 和徳



１．氏名
江良和徳（えらかずのり）
昭和44年6月25日生まれ（55歳）

２．学歴
平成５年３月 佐賀大学理工学部 建設工学科卒業
平成２２年３月 京都大学大学院 社会基盤工学専攻博士後期課程修了

３．職歴
（株）建設技術研究所 （建設コンサルタント）
日特建設（株） （特殊ゼネコン）
極東興和（株） （橋梁メーカー）
（一社）コンクリートメンテナンス協会

４．資格

博士（工学）、技術士（総合技術監理）、技術士（建設）、コンクリート診断士、コンクリート構造診断士、

コンクリート技士、プレストレストコンクリート技士、福祉住環境コーディネーター、保育士

５．社外活動
コンクリート工学会、土木学会、立命館大学外部講師、日本大学外部講師、琉球大学外部講師、など

【略歴】



【コンクリート診断士を取得するまで。】

平成５年４月 建設技術研究所 入社 橋梁設計業務
希望に燃えるフレッシュ社員時代

平成９年１０月 建設技術研究所 退職
早々と燃え尽きました 死ぬかと思いました

平成９年１１月 中山塗装工業 入社 住宅リフォーム民間営業
１日１００件ピンポンならして奥様に床下換気扇売ってました

平成１０年１月 ベルグ 入社 技術系人材派遣の営業
ゼネコン回って派遣社員を売ってました

平成１０年３月 日特建設 入社 営業部
当て馬案件の現説、入札など子供の使いをやってました
ここで人生初資格となる一級土木施工管理技士を取得します

平成１２年３月 日特建設 退職
いやはや流転の２年間でした 転がる石のように。。。



【コンクリート診断士を取得するまで。】

平成１２年４月 極東工業（現；極東興和） 入社 補修部配属
ここから転機が訪れます

資格取得履歴
平成１２年 コンクリート技士 取得

プレストレストコンクリート技士 取得
PC業者に転職したので、まずは必死に本業の資格をめざしました
一発で合格できたので、調子にのりました

（ちょうどこのころ、徳納会長と出会います）

平成１３年 コンクリート診断士 取得！！（第１回試験）
転職してすぐの配属先がたまたま補修部であり、社内に誰も補修
のエキスパートがいなかったため、いちいち勉強しながら業務遂行

ちょうどそれが受験勉強になっていました



【コンクリート診断士を取得したあと。】

資格取得履歴
平成１５年 技術士（建設部門） 取得

コンクリート診断士を取得した後、いろんな変化がおこりました
●業務内容が研究開発と技術営業主体に
●社外との交流、他流試合が増加
●大学との共同研究などにも参画、学会への論文投稿

技術士受験のネタとなる業務、経験を積むことができました

平成１７年 技術士（総合技術監理部門） 取得
イケイケ状態です

平成１８年 京都大学大学院博士課程 入学
平成２２年 博士（工学） 学位取得

イケイケ状態のピークです



【コンクリート診断士を取得したあと。】

コンクリート診断士を取得した後、いろんな変化がおこります

所属企業のメリット
●社内にコンクリート診断士がいるという企業ステイタス向上
●コンクリート診断士が応札要件となる業務への参加
●コンクリート診断士が業務にあたることで顧客に与える安心感

個人のメリット
●コンクリート補修のエキスパートという社内評価向上
●コンクリート診断士という肩書による顧客の対応の変化

（前と同じことをしゃべっても、説得力が違ってきます）
●ネットワークが拡大
●コンクリート診断士会での活動を通じ、情報収集と自己研鑚の場が得られる
●転職、ステップアップの際にプラス査定



【合格すると、こんなものが届きます】



【合格すると、こんなものが届きます】



【合格すると、こんなものが届きます】



【名刺に書くと、一番くいつかれます】



【コンクリート診断士に合格して、、、】

人生変えましょう！


